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I . はじめに
ヨハネ文書では「掟」と訳されるギリシャ語は単数形の血担坦が11回と，複数形の四凶!fil
が11回，用いられている。また，「掟」の動詞形（命ずる）にあたるentellesthaiはヨハネ福
音書においてのみ3回 (14の31;15の14,17)使われている。その内訳を見れば，
ヨハネ福音書では「掟」の 単数形が5箇所 (10の18;12の49,50;13の34;15の12),
複数形が3箇所 (14の15,21;15の10),
ヨハネの手紙 Iでは「掟」の単数形が4箇所 (1) (2の7,8;3の23;4の21),
複数形が7箇所 (2の3,4;3の22,24;5の2,3, 4) 
ヨハネの手紙1では「掟」の単数形が3箇所 (4,5, 6節）
複数形が 1箇所 (6節）
である。
ヨハネ文書では「掟」を表すギリシャ語をこのように単数形と複数形で区別しているのであ
るが， その区別を無視しているもの (2)' 区別を同化の方向に解釈するもの (3), 区別による著
者の意図を正確に捉えていないもの (4)がある中で，本小論は以下の分析をふまえて，「掟」に
関するヨハネ文書間の継承，発展を解明しようとするものである。
I. ヨハネ文書における「掟」の用法
A. 「掟」が単数形でのみ使われている所
ヨハネ福音書とヨハネの手紙において， 「掟」が単数形で用いられている場合には「わたし
（イエス） の掟」 とか， 「新しい掟」，
に，「互いに愛し合うこと」，「兄弟愛」
「（御）父から受けた掟」などの付帯説明がなされると共
が掟の内容になっている。
??•1 
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10章18節：
「だれもわたしから命を奪い取ることはできない。わたしは自分でそれを捨てる権威を
もっているし，それを再び受ける権威をもっている。この掟をわたしは父から受けたので
麟（坦追辿幽 entolentl苧匹幽lil塞i旦皿．）。」
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12章49~50節：
「なぜなら，わたしは自分勝手に語ったのではなく，わたしをお遣わしになった父ご自身
が掟を授けてくださったからである。わたしの言うべぎこと，語るべきことを授けて下
さったからである。
（辿'Qpempsas謳匹血墜竿頃碑entolendedoken旦血泣証直坦謳）。父の掟は
永遠の命であることを，わたしは知っている （証止率担匹註．堕止姪込率逗盆豆aionios
卑）。だからわたしが語ることは，父がわたしに語られたままに述べているのである。」
③ 13章34節：
「あなたがたに新しい掟をあたえる (Entolenkainen didomi工坦旦）。互いに愛し合い
なさい。わたしがあなたがたを愛したように，あなたがたも互いに愛し合いなさい。」 (35
節：互いに愛し合うならば，それによってあなたがたがわたしの弟子であることを，皆が
知るようになる。）
i) ヨハネの手紙では全てが単数複数併記である。
B. 「掟」が複数形でのみ用いられている所
「掟」が複数形でのみ単独で使われる例はヨハネ福音書に， 1回しか見当たらない。複数形
は，殆どが単数形の「掟」 と併用されているのがヨハネ文書の特徴である。
??
ヨハネ福音書 14章15~21節 (15節と 21節に entolai): 
「あなたがたは，わたしを愛しているならば，わたしの掟を守る（西坦 agapate 旦~~旦
entolas早豆teresete)。わたしは父にお願いしよう。父は別の弁護者を遣わして，
永遠にあなたがたと一緒にいるようにしてくださる。この方は真理の霊である。世は，こ
の霊を見ようとも知ろうともしないので，受け入れることができない。しかし，あなたが
たはこの霊を知っている。この霊があなたがたと共におり，これからも，あなたがたの内
にいるからである。わたしはあなたがたをみなしごにはしておかない。あなたがたのとこ
ろに戻って来る。しばらくすると，世はもうわたしを見なくなるが，あなたがたはわたし
を見る。わたしが生きているので，あなたがたも生きることになる。かの日には，わたし
が父の内におり，あなたがたがわたしの内におり，わたしもあなたがたの内にいることが，
わたしの掟を受け入れ，それらを守る人は，わたしの父に愛
されなわたしもその人を愛して，その人にわたし自身を現す (Q 竿血旦旦~entolas 旦皿
あなたがたに分かる。呈立直
担垣墾， ekeinos 卑血 Q~gapon 旦旦. Q坐 agapon 旦~agapethesetai牢幽
~!!!ill!, _lg率iagapeso fil幽 gjemphanis釘追豆emauton)。」
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C. 上記のABで挙げた聖句を比較して，「掟」についてヨハネ文書の著者たちが単数形と複数
形を使い分けている理由と考えられるもの：
「掟」について，単数形と複数形を最初に使い分けたのはヨハネ福音書記者である。彼は10
章18節に至るまで「掟」と言う言葉を温存している。福音書の第一部にあたる 1章から 12章
で同記者は世に対するイエスの自己啓示の業を展開する中で，モーセと比較して啓示の内容を
証しする際に，終始，律法 <ru幽卑）を用いて来たのである (1の17;5の10;7の19,49, 51; 
8の17)。そして今や，盲人の癒し (9章）の出来事を通して明らかになったファリサイ派のイ
エスと信仰者への敵対行為 (9の22)は，「良い羊飼い」の誓えをもって，羊のために命を捨
てるイエスの業を，父から受けた掟（上記Aの①， 10の18)として福音書記者は読者に初め
て紹介するのである。単数形の「掟」は，先ず第一に，イエスが父から受けた命令としての「掟」
を表している。
続いて福音書の第一部 (1~12章）を締めくくる最後の言葉が，同じく単数形の「掟」であ
る（上記Aの②， 12の49,50)。イエスのこの世に対する自己啓示は「父がお命じになった」
掟に従ったものである，と言うこと。従ってそれは，著者にとっては単数形の掟でなければな
らなかったのである。
次に，福音書の第二部 (13~17章），弟子への洗足と告別説教の間で第三回目の「掟」につ
いて著者は述べている（上記Aの③， 13の34)。ここでは洗足のあと，イエスが弟子たちに命
じた「掟」であり，ここまでが著者の中では単数形で述べるべき掟なのである。しかもイエス
の弟子たちへの掟は，「互いに愛し合うべきこと」を内容とするもので，弟子たちがイエスから
直接，伝授された特別な掟なのである。そのことはヨハネの手紙の著者たちも，そのように受
け継いで，単数形の掟として手紙で触れている所である (Iヨハネ2の7,8; 3の11<5>, 23;4 
の21;Iヨハネ4,5)。
洗足（最後の晩餐）に続く，告別の説教 (14~16章）は，イエスの亡きあとを想定して，死
後においてもなおイエスを愛するものに霊なる弁護者をとおしてイエスが変わることなく臨在
していることを，イエスの口を通して語らせた説教である。言い換えればイエスの口を通して
伝えたヨハネ共同体の説教である。告別の説教で語られる「掟」は弟子たちが共同体の成員に
伝える「掟」の性格をもっている。ヨハネ福音書の著者が告別の説教で「掟」を語る際に，「掟」
の複数形を用いたのはそのような区別をしたのではないか。つまり，父がイエスに命じた「掟」
と，イエスが弟子たちに命じた「掟」を単数形で表し，弟子たち（教会指導者）が教会の成員
に与えた命令を複数形の「掟」にしたのである。そのことは，ヨハネの手紙 Iの著者も5章1
~3節で明示している。「イエスがメシアであると信じる人」にむかって，つまり，教会の信仰
告白を表明する人々にむかって，教会の「掟」を手紙 Iの著者が意図して書く際に，そこにあ
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る通り複数形の「掟」にしているのである。
ヨハネ文書が掟を単数形と複数形に分けている事は殆どの注解者や聖書の翻訳者 (6)の目に
とまっている。そして単数形の「掟」に対しては，「決定的に重要な掟」 (7)' とか「（掟の）基
本的な様態」(8), 更に「掟の本質」 (9)' 「掟の綜合」 (10), 「掟の前提」 (11)' 「包括的な掟」 (12)な
どと注解者たちは名付けている。そしてこうした単数形に対応する複数形の「掟」については，
ここに挙げた名称と対応するような順序で記せば，「一般的掟」 (13), 「（掟の）実践的展開」 (14)
，「（倫理的）行為の規定」 (15), 「個々 の規定」 (16), 「具体化した掟」 (17)' 「個別の掟」 (18)とな
る。各注解者は掲げたタイトルに相応しい解説を加えており，それなりにいずれも長所をもっ
ている。だが，筆者にとっては満足できるものではない。「entolaiが旦山涯に内包されてい
る」と言うように，二様の掟を同化させるような， Bultmann(注11,17)に代表される見解
や，「神の言莱（掟）が信徒によって守られて行く中で実現する（種々の）掟」 (Schnackenburg,
注8,14)として二様の掟が解されているが，ヨハネ文書が提示している具体的内容にまで，目
が向けられていないからである。
単数形から複数形への展開は，ヨハネ文書の共同体が受け継ぎ，また，保ち守って来たイエ
スの掟（「互いに愛し合うこと」，「兄弟愛」：単数形）を，共同体が置かれてる新たな状況の中
で，如何にして適合させ，実を結ばせようかと労苦している著者たちの生きざまを証言してい
るのである。
律法と掟の使い分けについてもヨハネ福音書記者には独自の主張が読み取れる。この記者も
律法 (Tur辿）と掟 CM坦~h) を猛返ーから規定されたユダヤ教的・ヘレニズム的な用語法に
倣って，前者をnomosとし， 後者を四胆垣と言葉を使い分けている。律法とその中の個々の
掟とを区別するようなことはユダヤ教や猛~ の用語法にも見られない (19)。掟と訳された
Miswahは律法 (T.!;匹]!)の中に宣告されている神の指図を意味している (20)。ただ，イエス
時代のユダヤ教ラビ・ヒレルの逸話(21)に改宗した異邦人の問い（「律法全体を一言で要約す
れば何であるか」）に答えて，「人からしてもらいたくない事を，あなたも他人にしてはならな
い」と答えているが，上記の言葉のうち，否定文を肯定文に改めてこれに反論したと思われる
イエスの言葉がQ資料を介して (22)マタイ福音書7章12節と，ルカ福音書6章31節に収めら
れている。マタイ記者は伝承に加えて「これが律法であり預言者である」と解説をつけてい
る(23)。掟ではなく律法にしている点はマタイ記者がユダヤ教の伝統に従っている。そのマタ
イも，マルコ福音書から受け継いだ，「最も重要な掟」の論争物語（マタイ 22章34~40節）
では律法と掟とを分けねばならなくなっているが，それでも彼は「律法と預言者とは，この2
つの掟に依存している」 (40節）と編集句を加えて律法批判の伝承を取り入れているのである。
律法の中から「神への愛」（申命記 6章4~5節）と，「隣人愛」（レビ記19章18b節）の二
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つの掟を取り出して律法の要約としたのは，ヘレニズム時代のユダヤ教であり (24), 共観福音
書（マルコ 12の28~34; マタイ 22の34~40;ルカ 10の25~ 28)や，パウロの記述（ガ
ラテヤ5の14;ロマ 13の8~10)に先立って抽出されているのである。ユダヤ教文書と同様
に律法全体を先の二つの掟で要約した上に，これを積極的に評価して受け入れているのは，先
のユダヤ教文典に次いでパウロとマタイ福音書記者である。それに対して批判の程度と内容に
違いはあるが，批判的な言動を残しているのはマルコとルカである。マルコはイエスが二つの
掟を澱みな<, しかも律法学者が模範的に答える文面どおりに（他福音書では要約，縮小され
ているのに反して，マルコではシェーマーと呼ばれる申命記6章4節の定形文をそのまま）答
えた上に，今度はイエスを試して回答をイエスから引き出した律法学者がイエスの模範解答に
「知恵(sunesis)」を付加して補足説明をしながら，イエスに優る学識を披渡しようとした時に，
そして福音書記者が「彼の気の利いた仕方で (nounechos)答えたのを見て」 (12の34),イエ
スが投げ返した言葉：「あなたは神の国から遠くない」 (34節）を加えた時，記者は相手に対す
る痛烈な皮肉（アイロニー）を込めて描いている。実際，マルコ福音書記者は，この物語の論
争性とユダヤ教指導者批判を，他の一連の指導者批判集（マルコ 12章）のなかに収めている。
イエスがシェーマーの祈りを型通りに唱えたのも，律法学者の補足説明を相手が好む言葉で褒
めたのも皮肉として読むことによって，マルコ福音書記者がそれまでに律法や律法学者に対し
て取ってきた批判的記述 (2の23~ 28, 7の1~ 23, 10の2~12など）と一貫性を保つこ
とになる。「神と隣人への愛を他のすべての掟の上に位置づけて，その二重の掟によって他の掟
を相対化した」とする見解(25)を取ることによって律法に対するイエスの独自性が示されたと
しても（前述した通りヘレニズム時代のユダヤ教で既に二つの掟が抽出されているのだから，
厳密にはイエスの独自性も保てないのであるが），律法そのものに対するイエス（マルコ福音書
記者）の一貫性は保てなくなる。マタイやパウロではマルコの皮肉をまじえた批判が後退した
り消滅したりしているが，当初の論争性をルカ福音書は留めている。それは掟に記された「隣
人愛」の及ぶ範囲について，「良いサマリア人の誓」 (10の29~37)をもって律法学者を批判
したイエスの言動と，言葉通に実行することを求めた律法学者への勧め (37節）である。
ところで，ヨハネ福音書記者は申命記とレビ記から 1節を取り出して掟とする伝承を残して
いない。それに代わってこの福音書記者が，先に検討して来たところの，単数形による「掟」
と，複数形による「掟」を対峙させていたとすればどうなるか。
ヨハネ福音書では律法 (If巫!!!)の訳語である巫皿卑が 11回用いられている。その展開は
三種に分けられる。
第一は，イエスによる救いの出来事が律法を凌駕するものとして，両者の非連続，もしくは
反立 (26)を明示するような展開である (1の17;8の17~ 18)。とりわけ， 1章17節はこの福
音書全体にかかる序文に収められている：「律法はモーセを通して与えられたが，恵みと真理は
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第二に，律法に記されていることがイエスによって成就したとする，ヨハネの主張である。
福音が律法を成就させ，これをもはや不要にした，とヨハネは説いている (1の45;8の5,11; 
12の34;15の25)。
第三に，これは共観福音書の掟についての論争物語と通じる方向であるが，ユダヤ人が事あ
るごとに律法を持ち出しながら，それを誤用したり (18の31;19の7)'無理解であったり (7
の23),律法を守ることさえ出来ていない (7の19;7の49~ 51)と言うように，律法に生き
るユダヤ人（ヨハネ共同体が対決していたユダヤ教）への批判がイエスの教えを介して展開さ
れている (10の34~ 38)。
律法に対するヨハネ福音書記者の主張は明解である。律法は「恵みと真理」に道を譲るべき
存在でしかありえない，という事である。真理は律法の中には見出せないのである。それはイ
エスヘの信仰によって初めて開かれる道であり，命であるからである (14の6)。
このように律法を止めたヨハネ福音書記者にとっては，ユダヤ教が固執する掟についてもイ
エスの権威の中に収めることが出来たのである。「最も大きな掟」，「第一の掟」としてユダヤ教
やマタイが重んじていたものをヨハネ記者は，そのような掟のあることを知りつつ意図的に捨
てている。代わって，父，御子，弟子たち，信徒の関係を単数形と複数形の「掟」をもって表
している。父と御子，及び，御子と弟子たちの間にあって，父が御子に授けた掟と，御子が弟
子たちに授けた掟は単数形で表し，共同体の間に働く掟を複数形で表すことによって，二重の
掟ではなく，一つの掟が二様に働く，神中心の救済の業 (3の16~ 18)をヨハネ記者は，ュ
ダヤ教からキリスト教界に流れ込んで来た「二つの掟」に抗して表したのである。「信徒が神を
愛することを命じた最も大きな掟」の前に，先ず「神が人を愛して（兄弟愛の）掟を贈り，そ
れが働く事を可能にして下さったのである」 (3の16,手紙 I4の19)。この愛の贈り物に比
べれば，どんな掟 (entolai) も二次的な位置に止まるものでしかない。
更に彼は掟をただの教えや教義に留め置くことに満足しない。それは共観福音書でイエスに
向かって，肝要な律法とは何かを問いかけた律法学者と同じ過ちをヨハネの共同体も繰り返す
ことになるからである。単数形であれ，複数形であれヨハネ文書が説く掟は実践に裏付けされ
たものである。すなわち，父が御子に授けた掟（卑立迪）はイエスの受難と高挙に裏付けられ
た掟である (10の18;12の49~50)。また，イエスが弟子たちに与えた「互いに愛し合うべ
き掟（四坦垣）」は，これを授けたイエスが弟子たちの足を洗う事によって裏付けられているの
である。言い換えれば，「互いに愛し合うべきイエスの掟」 とは，ヨハネ福音書13章14~15 
節を指しているのである：「主であり，師であるわたしがあなたがたの足を洗ったのだから，あ
なたがたも互いに足を洗い合わなければならなし （・ヽ。卑雫~empsa 血血旦竿皿!!M. Q 
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止血証謡didaskalos,h! 坦 ofeileteallelon niptein旱皿・)15節：わたしがあ
なたがたにしたとおりに，あなたがたもするようにと，模範を示したのである （ 。 upode1gma
胆 edoken坦皿迫止竿函epoiesafil血騨旦皿）」
イエスが弟子たちに授けた「互いに愛し合うべき掟 (fil!.Q!iいをイエスが弟子たちの足を
洗って示した模範と結び付けるならば，次に弟子たちが信徒に授けた掟 (entolai)もまた，ヨ
ハネ福音書記者にとっては具体的な働きとして訴えられていた筈である。それは弟子たちが信
徒の足をイエスの掟（匹止桓）に倣って行うことである。ヨハネ福音書記者はイエスの掟を12
章49節で示したあと，教会共同体の中で信徒間の相互奉仕を勧める目的で造られた勧め（マル
コ10の35~ 45, ルカ 22の24~27)をヨハネ記者はイエスの洗足と結び合わせた可能性も
考えられる (27)。それならば，洗足というイエスの業に信仰者の共同生活のための「模範
(upodeigma)」(13の15)とし，イエスの業が継承されて行く広がりの中で，先ずイエスの掟
を提示している事になる。
ヨハネ福音書記者による複数形の「掟」を弟子たち（共同体の指導者）による信徒の洗足に
重ね合わせたとき，著者の意図が上記 Bの①14章15~21節について，最も明確に理解でき
るであろう。
ヨハネ文書における四担垣と entolaiについて以上の分析を踏まえて，次に，両語が同じ文
節のなかで併用されている所について検討しておこう。
D. 同じ文節のなかで掟が単数形と複数形で併用されている所
i) ヨハネ福音書
① 15章1~ 17節 (10節のentolaiと12節の豆lili_):
15章1~17節は告別の説教の第二部 (15~16章）の冒頭を飾る文節である。内容上，
この文節は1節から8節までの「まことの葡萄の木」と言う象徴説話を通して，農夫であ
る父（神）が葡萄の木であるイエスに繋がる枝として，弟子が「豊かに実を結ぶ」ことを
求めている。
続いて9節から 17節 (28)においては，イエスに繋がって実を結ぶとは何かを，掟との関
連で述べている。ここに単数形の「掟」 (10節）と複数形の「掟」 (12節），そして掟の動
詞形entellesthai(15節と 17節）が結び合って全体を閉じている。
更に留意しておくべきことは，第二部 (15~ 16章）が，その前に繰り広げられた第一
部の告別説教 (14の1~ 31) (29)を準えるような仕方で展開されている (30), と言うこと
である。すなわち，イエスが世を去ったあとでも弟子たちが「心を騒がせない」ためには
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「神を信じていること」であり，信仰において「父の家」 と弟子たちとは繋がっており，イ
エスを通して既に父を見ていることを14章1~14節で述べているが，これは15章の「良
い葡萄の木」の象徴説話に置き換えられている。また信ずるものには祈りが聞き届けられ
る (14の13), と言うイエスの約束は15章7節と 16節で繰り返されている。更に，父と
御子への信仰は御子の地上における業を見ることによって回復されると 14章11節で説か
れているが， 15章2節， 5節と 8節で農夫である父の世話で葡萄の木に繋がるものが豊か
な実り （業）を現す事になる， と言う内容に受け継がれている。そして， 14章15節と 21
節で述べられたentolai(上記Bの①） を準えて 15章10節に据えられている。 これは単
なる繰り返しではない。「実を結ぶ」と言う文脈のなかでentolaiの付加説明が著者によっ
てなされているのである。
15章10節 (2回のentolai):
「わたしが父の追を守り，その愛にとどまっているように，あなたがたも，わたしの追を
守るなら， わたしの愛にとどまっていることになる。」
（卑迫entolasmill! teresete, meneite坦 g卑皿皿込止麟函幽匹皿廷碑坦
entolas tetereka駈旦寧匹竿血垣臨謳．）
イエス亡きあと， イエスを愛する者には，弁護者（霊）を通して守り続けられる掟は，
具体的には弟子たちの業によるものであれば，「良い葡萄の木」に繋がる枝も告別以降は弟
子を介して共同体のなかで営まれる業である。だから 15章10節も， 14章15節と 21節に
倣ってイエスの勧め(~坦垣） と業（洗足）に応えて行う弟子たちの勧めはentolaiであ
り， その実（業） は，僕の足を洗うことなのである (13の14~ 15)。
そのような弟子たちの宣教も，元を正せば父が御子を愛し，御子を通して弟子たちに授
けられた掟（四止坦）によることをヨハネ福音書記者は，確認し (15の12),「友のために
命を捨て」たイエスを想起し (15の13),僕を友とする洗足の実りを祈り願う働きが「互
いに愛し合う命令 (15の14,及び17)」の内容であることを，先に展開したentolai(15 
の10)に付け加えているのである。 14節と 17節で敢えて動詞形entellesthaiを著者が用
いたのは，単数形と複数形で述べて来た「掟」を結びの段階で，最後に 1つに統合させ
ているとも考えられる。 D写本などは，そのような解釈を取っている [17節の旦追旦を10
節の掟(~)と 12節の掟 (entolai) に結び付けている：以下の 17節，私訳と注31 を
見よ］。
ヨハネ文書における掟について
15 章 12 節(~):
「わたしがあなたがたを愛したように，互いに愛し合いなさい。これがわたしの追であ
る。（卑逗翌止註．血担恒豆血逗旦旦agapateallelous kathos egapesa ID匹旦．）」
15章14節 (entellesthai):
「わたしの命じることを行うならば，あなたがたはわたしの友である。（卑碑旦凶直立
声卑，卑旦皿迫~Qentellomai幽皿．）」
15章17節 (entellesthai):
「これらのことをわたしは命ずる。互いに愛し合いなさい。
('.D幽 entellomai辿 il!, (~) <31> agapate allelous.)」
i) ヨハネの手紙 I
手紙 I' 手紙 II の著者（たち）は単数形の掟血~が伝統に由来するものであり，イエス（神）
が弟子たちに授けた「兄弟愛，互いに愛すること」を内容とする掟であることをヨハネ福音書
記者に倣って知っている (Iヨハネ2の7,8; 3の23;4の21: Iヨハネ5)。しかし，彼（ら）
の関心は教会の掟 (entolai)に移行している。伝統的な掟を中心に据えながら，教会の置かれ
ている状況に向かって必要な掟 (entolai)を併記している。従って手紙の著者（たち）は，あ
たかもサンドイッチのように，伝統に由来する掟（血止垣）を教会の掟 (entolai)で挟みこむ
様な仕方で両者を併記している。
① 2章3節，4節 (entolai),7節， 8節（四胆姪），教会の掟 (6,15 ~ 17節）：
「3節：わたしたちは神の追を守るなら，それによって，神を知っていることが分かりま
す。 (fil!i 堕旦追釘血oskomen 皿 egnokamen 碑堕旦，翌旦旦~entolas 墜坦旦 teromen、)」
「4節：『神を知っている』と言いながら，神の追を守らない者は，偽り者で，その人の
内には真理はありません。 (Q担匹旦直!egnoka卑卑逗よ卑坦旦entolas卑山坦旦豆蛭垣且，
pseustes卑皿届坦旦立豆豆aletheia幽笙.)」
著者は「神の掟 (entolai)を守る」とは，「イエスが歩まれたように自らも歩まなければな
りません」 (2の6) と説明を加えている。そのあとで，これを伝統的な掟（血坦恒）と結び合
わせている。
「7節：愛する者たち，わたしがあなたがたに書いているのは，新しい組ではなく，あな
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たがたが初めから受けていた古い追です。この古い姐とは，あなたがたが既に聞いたこと
のある言葉です。 (Agapetoi,皿keptolen kainen graph虹型旦，fil'.entolen palaian辿
eichete ap'arches.)」
「8節：しかし，わたしは新しい掟として書いています。そのことは，イエスにとっても
あなたがたにとっても真実です。闇が去って，既にまことの光りが輝いているからです。
(11血 entolenkainen grapho .!! 皿 Q坦皿alethesfil辛上四坦 otiskotia 
paragetai騨旦麟担alethinon碑 phainei.)」
この後，手紙の著者は古くて新しいこの掟（匹止恒）を伝統に即して「兄弟愛」と結び付け，
これに従う者が光りの中を歩むのに反して，兄弟を憎むものは闇の中を歩んでいる所を指摘し，
光りの中を歩ゆみ，交わりの中にいる信徒（父，子供，若者たち）の信仰を称え (2の9~15),
15節から17節の勧めを書き送っている。この部分でentolaiが使われていないけれども，後述
のようなサンドイッチスタイルをここでも著者は念頭に置きつつ，三つの節を加えているので
あろう。
「2章15節~17節：世も世にあるものも，愛してはいけません。世を愛する人がいれば，御
父への愛はその人の内にありません。なぜなら，すべて世にあるもの，肉の欲， 目の欲，生活
のおごりは，御父から出ないで，世から出るからです。世も世にある欲も，過ぎ去って行きま
す。 しかし，神の御心を行う人は永遠に生き続けます。」
??
3章22節 (entolai), 23節 (fil!!Q桓）， 24節 (entolai):
「(21節：愛する者たち，わたしたちは心に責められることがなければ，神の御前で確信
をもつことができ，） 22節：神に願うことは何でもかなえれれます。わたしたちが神の掟
を守り御心に適うことを行っているからです。(fil!iQ卑旦aitomenlambanomen組立追担旦，
血早entolas卑 teroumen血旦紅翌旦enopion碑碑poioumen.)」
「23節：この追とは，神の子イエス・キリストの名を信じ， この方がわたしたちに命じ
られたように，互いに愛し合うことです。(~其旦垣笙止註堕坦恒卑立迅旦l!pisteusomen 
豆onomati幽辿逗臨碑垣廻Cはistou騨 agapomenallelous kathos edoken entolen 
辿．）」
「24節：神の追を守る人は，神の内にいつもとどまり，神もその人の内にとどまって
くださいます。神がわたしたちの内にとどまってくださることは，神が与えてくださっ
た＂霊＂によって分かります。 (.!ill!Q~垣旦旦§.entolas卑止坦堕墜豆旦坦卑証註旦担g坦
辿止碑pneumatos皿血血edoken.)」
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ヨハネ文書における掟について
神を信ずる者の祈りが神によって聞き届けられる，と言う，おそらくイエスに潮る伝承 (32)
は， ヨハネ福音書でも受け継がれ (14の13,14; 15の7,16; 16の23,24, 26)ているが，
先に「葡萄の木」の象徴説話で触れた通り [Dのi)の①］， ヨハネ福音書記者は「幹に繋が
る枝」，「父，御子，に繋がる弟子と信徒（教会）」，の関係に於いて，祈りのイエス伝承を置い
ている。そして手紙 Iの著者もヨハネ福音書記者に倣って，祈りのイエス伝承を3章22節に
据えることによって，神への信頼のなかで信徒の間に守られるべき掟を説明しているが，その
掟は当然のことながら手紙の著者にとってもヨハネ福音書記者と同じく匹坦担iでなければな
らない。枝（弟子，信徒）が幹（イエス）に対して守るべき掟 (entolai)は，イエス以降の
教会では「神が与えてくださる＂霊＂によって」働いていることを手紙の著者は再度， entolai
を"霊＂との関連で 24節に置いたのである。
サンドイッチの中身にあたる 23節は， entolaiがイエスの弟子たちに授けた伝統的な掟
（四碑）である「互いに愛し合うこと」と同じであることを訴えるためにサンドイッチの中身
として挟まれている。ただし，手紙Iの著者は，その内容に，新たに教会の信仰告白（「神の子
イエス・キリストの名を信じること」 23b節）を挿入している。つまり伝統的な掟（血止恒）を，
教会の掟 (entolai)の中へ包み込んでいるのである。手紙の著者たちはヨハネ福音書記者の掟
に関する概念を取り入れながら，独自の方向に展開させていることが分かるであろう。
??
4章21節（豆山返） と5章2節， 3節 (entolai): 
「21節：神を愛する人は兄弟をも愛すべきです。 これが，神から受けた追です。 (:lg旦
tauten幽 entolenechomen filL辿碑，迫Qagapon皿直幽罪筵座止皿adelphon
卑.)」
(5章1節：「イエスがメシアであると信じる人は皆，神から生まれた者です。そして生
んでくださった方を愛する人は皆， その方から生まれた者をも愛します。」）
「2節：このことから明らかなように，わたしたちが神を愛し，その追を守る時はいつも，
神の子供たちを愛します（。血担皿ginoskomen皿agapomen!i!_国坦旦坦旦止卑込匹韮
皿止卑町1gapomen駈早entolas墜坦且poiomen.)」
「3節：神を愛するとは，神の掟を守ることです。神の掟は重荷になるものではありませ
ん。（卑逗臨こ卑止泣臨虹垣担旦止迎旦，i.li!tas entolas autou teromen・kai紅entolai
卑坦嘩旦辿!.)」
4章から5章にかかる所であるが， 4章1節より 5章12節までは，「試練の中にある信仰と愛」 (33)
を主題とする，手紙Iの著者が最も訴えたかった内容が盛り込まれている一まとめの文節である。
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Bultmannは4章19節から5章4節までを一区切りにして，これに「掟 (entolai)の本質」と
いうタイトルをつけている (34)。この部分は前項② (3章22,23, 24節）を更に説明し，手
紙に内容上の結びを付けている所である。一見，サンドイッチスタイルがとられていないよう
にみえるが，前項の続きであれば， 3章24節のentolaiをそのまま受けている，とも見受けら
れよう。事実，著者は「互いに愛し合う」べき掟 (fil坦垣）に， 23節では信仰告白（「神の子
イエス・キリストの名を信じる」べきことを加えて，伝承に由来する掟（血担垣）を教会の掟
(entolai)の方向に引き寄せて前項を締めくくつていたのである。それを受け継いで4章では
信仰告白を更に深めて「イエス・キリストが肉となって来られた」 (4の2)と言うことを公に
言い表す者が，真理の霊に与かっているのであり，かかる神の愛によって互いに愛し合う交わ
りが可能になったことを説いている。4章の前半A(l~6節）では信仰告白を主題とするentolai
の内容が展開されているのに続いて，前半B(7 ~ 12節）では，告白に先行する「神の愛と互
いに愛し合うこと」を主題とする四担垣にあたる内容が繰り広げられている。そして4章後半
A (13 ~ 18節）では再度，教会の告白に拘わる内容に戻り，神が分け与えてくださった霊に
よって御子を中心とする交わりが備えられている以上「イエスが神の子である」ことを告白す
る集団には愛が全うされている所が，裁きの恐れを抱いている滅びの集団とは異なることを著
者は指摘してる。
そして，いよいよ我々が問題にしている箇所4章後半B (19~21節）に入るのである。著
者は再び神の愛の先行を述べるなかで，「神から受けた掟 (fil!!Q垣）」が神を愛する者として兄
弟を愛することである，と読者に最後の確認を取ろうとしている。サンドイッチの外側は5章
2節， 3節にあたることは言うまでもない。「イエスがメシアである」と信じて告白する者は神
と教会の掟 (entolai)として神の子供たち（教会員）を愛すると言うこと。神を愛すると言う
ことは，神と教会の掟 (entolai)を守る事であり，それは一つも重荷ではなく，言外に救いで
あることを説いて，この部分を閉じている。entolaiと血止垣とが幾重にも重なったサンドイッ
チであることが分かるであろう。
④ 3章11節 (angelia= fil出迪）， 16節A (血止坦の内容）， 16節Bと17節， 18節
(entolaiの内容））
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(3章10節：「神の子たちと悪魔の子たちの区別は明らかです。正しい生活をしない者は
皆，神に属していません。自分の兄弟を愛さない者も同様です。）」
11節：「なぜなら，互いに愛し合うこと，これがあなたがたの初めから聞いている雄上
主だからです。（車卑逗卑止註anielia辿 ekousate迎迪四歴§,!碑 agapomenallelous・)」
(16節A:「イエスはわたしたちのために，命を捨てて下さいました。そのことによって，
わたしたちは愛を知りました。」）
ヨハネ文書における掟について
(16節B:「だから，わたしたちも兄弟のために命を捨てるべきです。」）
(17節：「世の富を持ちながら，兄弟が必要な物に事欠くのを見て同情しない者があれば，
どうして神の愛がそのような者の内にとどまるでしょう。」）
(18節：「子たちょ，言葉や口先だけではなく，行いをもって誠実に愛し合おう。」）
11節は3章23節［上記Dのi)の②］と同じ文体の書き方である。内容についても，伝統
に由来する「互いに愛し合うこと」の勧めであってみれば，著者の脳裏には23節の卑逗註堕旦
豆四担坦，旦且agapomenallelousがあった事は容易に推察できよう (35)。にも拘わらず，著者
が11節では伝統に由来する掟を伝える定形の言葉四担垣を用いる事なく， angeliaに改めた理
由は，この言葉が新約聖書で他にもう一回，しかも同一の著者によって用いられている， 1章
5節を見れば明らかになる。即ち，「初めから（イエス・キリストから）聞いている」，と言う
説明文を加えた時，著者は，伝統に由来する掟ではあるが，これに「良い知らせ」を意味する
angeliaに変えたのである。
この文節 (3章11節~18節）は， 2章18節より 3章24節に亙って繰り広げられている，「終
わりの時への訴え」 (36)に収められている。著者は，父と御子を認めず，交わりから出て行った
反キリストが現れている今が，終わりの時であることを告げ，罪を除くために現れた御子に望
みをかけている神の子らは清められ，悪魔の子らとの区別が明らかとなる。彼らは，正しい行
いをせず，神に属さず，自分の兄弟を愛さない (2の18~3の10)。このように述べた後で，
問題の 11節で「互いに愛し合うこと」が神に属する者の掟として，しかも初めから聞いてる
「良い知らせ」として著者は訴えている。続いて再び「悪魔の子」の記述に戻って，彼らをカイ
ンの人殺しに準え，これに反して「神の子ら」はヨハネ福音書15章13節でイエスに教えられ，
イエスの受難で実証された「友のために命を捨てた」行いの中に掟 (fil!!迪．）が現されている
こと [Dの i)の①，および手紙 I3の16A]従って，教会員もイエスの自己犠牲的愛に倣う
務めを負っている (3の16B)ことを著者は指摘している。 3章17節， 18節は，伝承に由来す
る務め（四胆坦）を手紙の著者が置かれている教会の状況のなかで，教会員が「兄弟愛」の務
めを具体的に果たすべき掟 (entolai)へと移し替えているのである。手紙の著者が伝承に由来
する掟と並んで，むしろそれ以上に，教会の中で守るべき拡張された具体的な掟の側に強調が
置かれている次第を跡付けることができたのではなかろうか。サンドイッチスタイルが何より
もその事を物語っている。
ii) ヨハネの手紙I4 節と 5 節 (~2 回），
6節A (entolai) , 
6節B (血胆垣）， 7節（信仰告白と反キリスト），
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10節， 11節（信徒が従うべき教会の教え： entolaiの具現）
4節：「あなたの子供たちの中に， わたしたちが父から受けた姐の通りに，真理の中を歩ん
でいる人がいるのを見出して，大変うれしく思いました。 (Echarenfu坦 Q!ieureka 
旦血teknon廻 peripatountas.fil! aletheia, kathos entolen elabomen匹 g !il! 
匹.)」
5節：「さて，婦人よ， あなたにお願いしたいことがあります。わたしが書くのは新しい追
ではなく，初めからわたしたちが持っていた追，すなわち，互いに愛し合うというこ
とです。（担旦旦旦竺迅虹担，辿ユ邑皿£h~entolen 町aphokainen, ru担辿eichomen
ap'arches, 皿 agapomenallelous.)」
6節：「愛とは，父（と教会）の追に従って歩むことであり，彼の掟の方もあなたがたが初め
から聞いていたように愛に歩むことです。
（匡享翌§墜軍，謳peripatomenkata tas entolas autou二autee_ entole 
翌 kathosekousate~ 紅吐桓，皿四且追豆peripatete.)」
(7節：「このように書くのは，人を惑わす者が大勢世に出て来たからです。彼らは，イエス・
キリストが肉となって来られたことを公に言い表そうとしません。こういう者は人を
惑わす者，反キリストです。」）
(8節：「気を付けて， わたしたちが努力して得たものを失う事なく，豊かな報いを受けるよ
うにしなさい。」）
(9節：「だれであろうと， キリストについての教えにとどまることをせず， それを越えて行
く者は，神に結ばれていません。その教えにとどまっている人こそ，父にも御子にも
結ばれています。」）
10節：「この教えを携えずにあなたがたのところに来る者は，家に受け入れてはなりません。
挨拶をしてもなりません。」
11節：「そのような者に挨拶する人は， その悪い行いに加わるのです。」
上記の手紙1の中で，手紙の著者が最も訴えたかった内容は， 7節から 11節である。ここに
著者の手紙を書いた意図が読み取れる。 10節， 11節は他のヨハネ文書には見られない指示で
あるが，しかし，そこにも，著者はヨハネ共同体から受け継いだ伝承によっている事が分かる。
すなわち， 4節から 11節までを著者は， ヨハネ文書が匹胆垣と entolaiを使い分けながら，伝
えて来た掟の内容に沿って，新たな展開を進めているのである。
父から受けた掟 (4節）， また，初めから持っていた古い掟 (5節）であり，初めから聞いて
いた掟 (6節B) とはヨハネ文書が伝承に由来する「互いに愛し合うこと」を命じた掟翌坦垣
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（福音書13の34;手紙 I2の7;3の11) として手紙1の著者もそのように据えている。次に
彼は手紙 Iの著者に倣って，これを置かれた教会の状況に相応しく，教会の掟entolaiへの移
し替えを行っている。それが6節Aである。「互いに愛し合う」その愛とは，父のentolaiすな
わち，教会の掟に従って歩むことであり，その歩みは，教会員が初めから聞いていた匹~の
掟にある「愛に歩むこと」なのである，と著者は周到に注釈をつけている。その上でいよいよ
本題に入って行くのである。何故entolaiが必要なのか。それは「イエス・キリストが肉となっ
て来られた」事を否定する，反キリストが教会を乱そうとしているからである。受肉のキリス
ト告白を伝承に由来する掟に加えて教会の掟entolaiにしたのは手紙 Iの著者であった (3の
22 ~ 24; 4の2)。手紙1の著者も，今ここでそれを行っている。受肉のキリストを教えとし
て携えていない巡回教師を，「家の教会に入れないこと。仲間としての挨拶をしてはならないこ
と。」，この二点が教会の掟entolaiの具体的命令として手紙1の著者は訴えている。それは手
紙 Iの置かれでいた教会の状況よりも一段と厳しい反キリストとの戦いをむかえていた，と言
うべきであろうか。手紙mのなかには手紙の宛て先であるガイオが巡回教師に誠意をもって尽
くしている記述がある一方で，ガイオの教会を乱しているデイオトレフェスについての言及と
警戒を呼びかける勧めが記されている。手紙1で訴えられたentolaiの具体的内容である10節，
11節が，手紙mに生きて働いている有り様を見ることが出来るであろう。
皿おわりに
ヨハネ文書では掟を表す言葉が意図的に二様に分けられている。父が御子に授け，御子が弟
子たちに授けた掟を単数形のfilli涯．で表し，イエスの昇天以降，霊をもって教会に働きかける
掟を複数形のentolaiにヨハネ福音書記者が付した意味内容はヨハネの手紙の著者たちにとっ
ては手紙の主題となるべき内容を含んでいる。福音書記者は，イエスの業と教会の業を区分す
る程度の意味をもって二様の掟を用いているが (13の14~15), 手紙の著者たちにとっては，
匹止垣．は伝承に由来する掟としで付度しながらも，教会の掟としてentolaiに具体的な内容が
欲しかったのである。そのような要望に応えたのが手紙 I3章16B,17, 18節であり，手紙I
の10節， 11節であった (37)。
もとより血坦坦は普遍的な愛の掟ではないし，ヒューマニズムを称えた愛でもない。それは
イエスを幹としその枝に連なる関係の中で，農夫である父の世話を受けて，お互いの間で働く
愛である。そのことをわきまえつつも，交わりの外にいる人々や集団とのあり方について，ヨ
ハネ文書の中に多少の相違が見受けられる。ヨハネ福音書も宗団内の狭い愛を語っていると見
倣す見解もあるが (38), 他のヨハネ文書に比べれば，外への広がりを意識してこの福音書は書
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かれている (10章16節「わたしにはこの囲いに入っていないほかの羊もいる。その羊をもみ
ちびかなければならない。」）。三つの手紙には，このような外の人々への広がりが乏しくなって
いる。手紙1の10節11節は教会の置かれた厳しい状況を反映しているとは言え，伝承に由来
する兄弟愛が，交わりの外に向かって働く視点を，もはや保持できなかったのであろうか。「敵
への愛」（マタイ福音書5の44),や「自分の兄弟を越えて挨拶すること」（同5の47)を求め
たイエスの教えと正反対にみえる手紙1の命令 (10,11節）をどのように捉えたら良いのか。
ヨハネ共同体がユダヤ人を相手とし，ユダヤ人（ラビ的ユダヤ教）の会堂と袂を分かち成長し
て行く過程で生み出されたヨハネ福音書(39)と，新たに教会として結束して行く過程で起こっ
た教会内の分派に対する警戒を共同体内に呼びかける必要で書かれたヨハネの手紙では執筆の
意図や目的も異なっている (40)。そのことが「掟」の二様の用い方についても変化をもたらし
ている。福音書ではイエスの四~は同時に共同体が伝えるentolaiであり，両者に言莱上の
形式的な区別はとったとしても内容上の区別は明確にしていない。「互いに愛し合う」べき掟
は，共同体の中でイエスに倣って足を洗う業として広げられる程度に止まっている (13の5)。
手紙の方は「互いに愛し合う」べきイエスの血胆垣を旧い掟としで付度すると同時に新しい掟
として捉え直す過程で，教会内のentolaiへと広げつつ具体的な薦めへと書き足している (41)(1 
ヨハネ2の7;3の11, 17, 18, 23, 24; 2ヨハネ 5~ 11)。
我々はヨハネ文書をその時代の歴史的社会的状況に制約された作品として捉える中で，歴史
のイエスヘ回帰する営みを通して現代の問題に応えて行くべき勤めを負っている。論争相手に
推移があってもヨハネ文書が求めている宗団的な告白，すなわち，神の受肉（インカーネーショ
ン）をイエスにのみ認める狭い姿勢は宗教戦争との関連で現在，厳しく問われている (42)。イ
エスを通して神から与えられる愛には全ての人を対象にした寛容と赦しがある。裁きは神に委
ねて，教会はその愛に与かり，これを宣べ伝える働きを共にするものでありたいと考える。
ヨハネ文書が掟を二様に展開する過程で露呈した苦悩は，同時に，我々の教会が現在かかえ
ている，苦悩と問題を指摘している。
注
(1) ヨハネの手紙 I3章11節のangeliaを加えれば「掟」の単数形は5箇所になる。本稿I
章Di)④を見よ。
(2) 日本語の持つ言葉の曖昧さのためか，現在，最も多く使われている新共同約聖書も，口語
訳聖書も「掟」の単数形と複数形の区別を訳出できていない。『新共同訳新約聖書注解I』
（日本基督教団出版局， 1991)にもこの問題についての言及がない。英訳聖書では駁込こや
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NRSVは忠実に区別して訳しているが，旦立罪函!!k,Today's English Version, 凶四：
English麟などは意訳に力をいれながら，この違いを訳出できていない。
(3) Strecker, G., 皿 JohannesbriefeKEK 14, Goettingen 1989, 203頁；Bultmann, R., lig_ 
Johannesbriefe, Meyers 14, Goettingen, 1969, 106頁； Schnackenburg, R., 血
Johannesbriefe HThK X il -3, Freiburg (7 Auf.) 1984,312頁；Brown, R., 四迫Epistles
述軍Anc.B. 30, Doubleday, 1982,683頁；Vogler, W., ~ 廷駐逗至幽JohannesThHK 
17, Evangelische Verlagsanstalt, 1992, 71頁； Schrenk, G., 「EVて0入1)」ThWZNTIV, 
Kohlhammer, 1942, 550頁； Braun, F., 塩 Deduction辿 Pluriel旦 Singulier血卑
L'Evangile竺坦Premiere!&ti珪坐上延 NTS24, Cambridge, 1977, 40 ~ 67頁。彼は
「掟」について，父・子・弟子・共同体の成員の間で伝授される関係のあり方をヨハネ文書
では単・複数形の使い分けによって神学的に展開している点を的確に指摘している(48頁）。
にもかかわらず，単数形で示された父・子に基く「愛の掟」が，普遍的慈愛の掟（複数形）
に展開されるとする点で，両者の調和（同化）をはかる時 (50~ 51頁），区分をもって提
示した著者の意図も消滅している。だから，彼には，ヨハネ福音書と手紙の相違も「掟」に
ついて見えなくなっている。
(4) Marshal, H., Tfil. Episltes直血血， NIC,Eerdmans 1978, 128 ~ 129頁。
(5) 当該箇所に，ヨハネの手紙 I3章11節 (angelia)を加えることが出来る。
(6) 前掲，注2の英訳聖書を見よ。
(7) Schneider, J., 駈 Katholischenfu碑 NTD10 Vandenhoeck und Ruprecht, 1961 (9 
auf.) 139頁。
(8) Schnackenburg, 前掲書， 103頁
(9) 宮内彰，「第ーヨハネ」『新約聖書略解』，日基教団， 1992(36版）， 751頁。
(10) Vogler, 前掲書， 71頁；Wilder, A., 匹坦凸m,Second, ~ 匹率gEpistles 直~,IB12,
Abingdon 1957, 270頁。
(11) Bultmann, 前掲書， 80~81頁。
(12) Marshall, 前掲書， 201頁。
(13) Schneider, Ibid. 
(14) Schnackenburg, Ibid. 
(15)宮内彰， Ibid.
(16) Vogler, Ibid. 
(17) Bultmann, Ibid. 
(18) Marshall, Ibid. 
(19) Limbeck, M., 「EVて0入1)」,『ギリシャ語 新約聖書釈義事典 I』，教文館， 1993,524頁。
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(20)同上。
(21) ラビ的ユダヤ教では掟の数は613(うち，為すべき掟が248,為すべからざる掟が365)
にのぼる。 ： Strack Billerbeck, Kommentar四旦辿坦filTestament卑廷Talmudil直
Midrasch I, C.H.Beck 1965 (4 auf.) , 900頁。また本文の当該記述について，これがヒレ
ルの言葉であるか否かについては，その信憑性を同書では否定している。「逸話」として掲
載したのはそう言う理由による。同357頁と 460頁。
(22) Miller, R., ~Complete Gospels, Polebridge, 1992, 257頁を参照。
(23)マタイ22章40節にも同じ編集句を福音書記者は加えることによって，イエスの教えを至
上の掟に仕上げている： Bultmann, R., 旦廷 Geschichte坐ェ SynoptischenTradition, 
Vandenhoeck & Ruprecht, 1958 (4 auf.) , 93頁。
(24) 「十二族長の遺言」，『聖書外典偽典』5,旧約偽典m八木誠一編，教文館， 1976,五男イッ
サカル5章2節 (287頁）：「主と隣人を愛し，貧しい者や弱い者に同情せよ。」；同7章6節
(290頁）：「力の限り主を愛し，同様にすべての人をわが子以上に愛した。」；七男ダン5章
3節 (303頁）：「心をこめて主を愛し，真実の心で互いに愛し合え。」これが愛神と愛人を
掟として結びつけた最初の文献と考えられている。 Perkins,P., 匹廷 Gospel 述~.NIB
vi Abingdon 1995,678頁；十二男ベニャミン3章3A節 (347頁）：「主をおそれ，隣人を
愛せ。」，同 3章5B節 (348頁）：「隣人に対する愛のゆえに主の愛に守られているからで
ある。」
(25)川島貞雄による卓越した見解である。川島貞雄，『マルコによる福音書』，日本基督教団出
版局， 1996,184頁。だが，本文中で指摘した通り，これではマルコ福音書記者の律法や律
法学者に対する批判的主張が一貫しない。皮肉として捉える時に，著者の一貫性が保たれる
ので，田川や滝澤の見解を支持したい。田川建三，「愛の戒め」，『指』 179, 1965年 10月
号， 8~15頁：滝澤武人，『福音書作家マルコの思想』，新教出版社， 1995,92頁。
(26) Bultmann R., Th逗Evangelium幽 Johannes,Vandenhoeck & Ruprecht 1962 (17 auf.), 53 
頁で，彼は4fil:Gegensatzを用いている。
(27)大貫隆，『ヨハネによる福音書』， 日基教団， 1996, 110頁，及び286頁を参照。
(28) ヨハネ福音書15章l~17節は解釈に応じて多様に区分けしている： 15章1~10節を一
区切りにし， 11~17節を「まことの葡萄の木」のまとめとする見解が多くある中で（新共
同訳，Schnackenburg,R., Johannesevangelium、3Teil, HThKZNT, Herders, 1975, 75~ 
96頁：松永希久夫，前掲書， 506頁：大貫隆，前掲書， 113頁：他）， 15章1~8節を一
区切りとし， 9節以下をその解説とする， Bultmannの見解を本稿では支持している：
Bultmann, Th廷 Evangelium~豆ohannes,529頁。
(29) 「告別の説教」の始めを13章31~38節に置く見解もある（大貫，前掲書， 111頁：松永，
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前掲書， 501頁）が， Brownの以下の言葉にもある通り，これを「最後の晩餐」の結びと
し， 14章の始めから「告別の説教」にも取れる。本稿では後者を取っている： "13: 31~ 
38 can be read either the conclusion to the series oflast supper scenes between Jeses 
and his disciples that begins with the foot washing, or,as the introductory section of the 
Farewell Discourse", Brown, R., 匹迫Gospelaccording坦血皿Xill~ XXI, Anch. B., 
Doubleday, 1970, 608~9頁。他にO'Day,G. も本稿の区分けを支持している：匹廷凸迫叫
Q! Ji血， NIBIX, Abingdon, 1995, 735頁。
(30) 「告別の説教」の第二部 (15~ 16章）は第一部 (14章1~31節）の内容を，なぞらえ
ていることについては， Schnackenburg,前掲書， 106頁：大貫隆，前掲書， 117頁を参
照。
(31) 15章17節の写本には，土皿土：いう接続詞の欠けた読み方がある (D写本及びp66)。文
頭の ,av,aが複数形であるのに，それを受けるこの接続詞は不自然ではあるが，他の有力
な写本が，この接続詞を入れているので接続詞以下の文章を文頭の単語が受けている，とす
る見解が殆どである (Bultmann,前掲書420頁，新共同訳聖書，他）が，本稿では旦卑旦を
それ以前の内容にかけて， 17節を結びとする，少数の異読写本を支持したい。この異読写
本は掟が二種に展開されていることに注視しつつ手を加えた可能性を残している。
(32) 「イエスに渕る伝承」とは，共観福音書のイエス伝承を指している。「信仰に基く祈りは聞
き届けられる」とのヨハネ文書の言葉は，マルコ 11の23(平行：マタイ 21の22): マル
コの7~11 (平行：マタイ 11の9~13): マタイ 18の19に共通する内容である：Klauck, 
H.J., 瞑旦Johannesbrief,EKK XX皿 Benziger/Neukirchener, 1991, 222頁。
(33) O'Dayは手紙I3章11節より5章12節までを一区切りにして，これに "TheMessage 
you have heard from the beginning"と言う見出しを付けている（前掲書， 417~434頁）。
確かに相応しい見出しではあるが，この区分ではやや広すぎる。本稿ではKlauckに倣って
4章1節より 5章12節を一区切りとし，「試練の中にある信仰と愛」とした（前掲書， 226
~317頁）。
(34) Bultmann, R., llig_ Johannesbriefe, Meyers Kommentar, Vandenhoeck & Ruprecht, 
1969 (8 auf.) , 78 ~ 82頁。
(35) Bultmann, 同上， 59頁，注3を見よ。
(36) Klauckは2章18節より 3章24節までを一区切りとして，これに "Vondem Anspruch 
der letzten Stunde"と云う見出しを付けている（前掲書， 145~ 226頁）。
(37) Klauck, H.J., 瞑 Zweite卑追DritteJohannesbriefe, EKK XXill -2, Benziger/ 
Neukirchener, 64頁を参照。
(38)荒井献，『原始キリスト教とグノーシス主義』，岩波書店， 1971,34頁を参照。
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(39) ラビ的ユダヤ教との関連でヨハネ共同体の置かれていた歴史的状況については， J.Louis
Martyn, History卓 Theolo町旦血FourthGospel, Abingdon Nashiville, 1976。原義
雄・川島貞雄訳『ヨハネ福音書の歴史と神学』日本基督教団出版局， 1984,に依っている。
(40) O'Day, 前掲書， 499頁。
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On the Two Forms of Commandment in 
J ohannine Literature 
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The Gospel of John contains Jesus'word as commandment in the singular form{l0:18; 
12:49; 13:34; 15:12) and as commandments in the plural form (14:15, 21; 15:10). Moreover, 
this distinction of singular and plural forms is preserved by his followers, namely by the 
author of the First Epistle John (the singular form in 1 John 2:7, 8; 3:23; 4:21 and the 
plural form in 1 John 2:3, 4; 3:22, 24; 5:1~4), and by the author of the Second Epistle of 
John (the singular form in 2 John 4, 5, 6b and the plural form in 2 John 6a). The Third 
Epistle of John is not included because of no direct description of commandment. 
In this essay the author analyzes how the two forms of commandment are introduced 
in John, 1 John and 2 John and the theological concept as it is handed down from the 
Gospel through the Epistles. There is no literature describing the two forms as used by 
John and the Johannine community in relation no the Great Commandment in the synoptic 
Gospels (Mark 12:28-34 / Matthew 22:34-40 / Luke 10:25-28). The author of this essay 
placed the two forms of commandment found in the Johannine community in contrast to 
the Great Commandment. The singular form is a revised form of the First Commandment 
(Deuteronomy 6:4-5). In place of a direct citation of the Old Testament, John's Gospel sees 
in the singular form of the commandment to love one another as his revised interpretation 
of the Great Commandment. Namely it was God who first loved us, and who made us love 
one another (John 3:16; 1 John 4:19). On the other hand, in the plural form John sees 
expected precepts working in the Johannine community as active examples of the singular 
form of commandment. Although John's Gospel has not clarified the expected precepts in 
detail to his followers, the First and the Second Epistles of John put more emphasis on the 
precepts, first by setting a limit of loving each other to loving your brothers (church 
members), and secondly by introducing his own precepts attached to the plural form of the 
commandment (1 John 2:16-17; 3:16-18; 5:14-17, 18-21). 
The Second Epistle of John shows clear distinction of the traditional commadment to 
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love one another from the commandments of the church leaders. And these commandments 
are modified by the author of the Second Epistle to the precepts in 2 John 8 through 1. 
In conclusion the author of this essay views mission in the Johannine community in 
the process of making the historical word of Jesus (the singular form of the commandment) 
contemporary to the setting of the new situation of the church community (the plural form 
of the commandments). 
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